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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第９期

第１四半期
連結累計期間

第10期
第１四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成28年６月30日

売上高 (百万円) 10,519 10,675 52,334

経常利益 (百万円) 1,692 1,740 9,648

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,105 1,155 6,267

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 595 1,505 4,385

純資産額 (百万円) 60,639 63,591 63,701

総資産額 (百万円) 71,292 73,936 77,327

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 41.06 42.91 232.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 85.1 86.0 82.4
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

      ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

 なお、ショーボンド化学㈱（当社連結子会社）及びショーボンドカップリング㈱（当社連結子会社）の２社は平成

28年７月１日付で合併し、存続会社の商号をショーボンドマテリアル㈱（当社連結子会社）に変更しています。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生したものはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断した

ものです。

 

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成28年７月１日～平成28年９月30日）における当社グループの連結業績につきま

しては、国および高速道路会社からの受注が増加したことにより、受注高は前年同期比26.7%増の161億11百万円と

なりました。売上高は期初の手持工事の施工が順調に進んだことにより前年同期比1.5%増の106億75百万円となり

ました。損益面につきましては、原価管理の徹底、生産性の向上に引き続き注力した結果、営業利益は前年同期比

3.0%増の17億円となり、経常利益は前年同期比2.8%増の17億40百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年

同期比4.5%増の11億55百万円となりました。

 

各セグメントにおける受注実績、売上実績及び受注残高は次の通りです。

受注実績  （単位：百万円）

区　分
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年７月１日
　 至　平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年７月１日
　 至　平成28年９月30日)

国内建設 12,163 15,563（ 　27.9%）

その他 553 548（　△0.9%）

合　計 12,717 16,111（ 　26.7%）

表中の百分率は、対前年増減率

売上実績  （単位：百万円）

区　分
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年７月１日
　 至　平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年７月１日
　 至　平成28年９月30日)

国内建設 9,966 10,126（　　1.6%）

その他 553 548（　△0.9%）

合　計 10,519 10,675（　　1.5%）

表中の百分率は、対前年増減率

受注残高  （単位：百万円）

区　分
前第１四半期連結会計期間末

（平成27年９月30日)
当第１四半期連結会計期間末

（平成28年９月30日)

国内建設 26,103 30,517（ 　16.9%）

その他  ― ―（ 　 ―%）

合　計 26,103 30,517（  16.9%）

表中の百分率は、対前年増減率
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(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の資産は、前連結会計年度末より3,391百万円減少し、73,936百万円となりました。

これは主に、支払手形・工事未払金等、電子記録債務及び未払法人税等の支払により、現金預金が減少したためで

す。

　負債は、前連結会計年度末より3,280百万円減少し、10,345百万円となりました。これは主に、支払手形・工事

未払金等、電子記録債務及び未払法人税等が減少したためです。

　純資産は、前連結会計年度末より110百万円減少し、63,591百万円となりました。これは主に、その他有価証券

評価差額金が増加したものの、配当金の支払により利益剰余金が減少したためです。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は78百万円です。なお、当第１四半期連結累計期間において、当

社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,102,590 29,102,590
東京証券取引所
 （市場第一部）

単元株式数　100株

計 29,102,590 29,102,590 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成28年９月30日 ― 29,102,590 ― 5,000 ― 1,250
 

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

2,187,700
 
―

 
―

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,900,900
269,009

―

単元未満株式
普通株式

13,990 ― ―

発行済株式総数 29,102,590 ― ―

総株主の議決権 ― 269,009 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」の中には、証券保管振替機構名義の株式が300株(議決権３個)含まれていま

す。

２ 単元未満株式には、当社所有の自己株式87株が含まれています。

３ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成28年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ショーボンドホールディン
グス株式会社

東京都中央区日本橋箱崎町
７番８号

2,187,700 ― 2,187,700 7.51

計 ― 2,187,700 ― 2,187,700 7.51
 

 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」 (平成19年内閣府

令第64号) に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年７月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人和宏事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年６月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 15,081 4,835

  受取手形・完成工事未収入金等 15,842 17,747

  有価証券 14,406 19,422

  未成工事支出金 28 69

  その他のたな卸資産 614 682

  繰延税金資産 214 259

  その他 1,434 996

  貸倒引当金 △2 △13

  流動資産合計 47,620 43,999

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,146 3,113

   機械装置及び運搬具（純額） 69 62

   工具、器具及び備品（純額） 83 86

   土地 8,683 8,631

   有形固定資産合計 11,983 11,895

  無形固定資産 151 139

  投資その他の資産   

   投資有価証券 14,979 15,369

   退職給付に係る資産 218 226

   繰延税金資産 190 117

   その他 2,216 2,222

   貸倒引当金 △33 △33

   投資その他の資産合計 17,571 17,903

  固定資産合計 29,707 29,937

 資産合計 77,327 73,936
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年６月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 4,378 3,836

  電子記録債務 3,055 1,819

  未払法人税等 1,548 558

  未成工事受入金 758 1,277

  賞与引当金 ― 374

  役員賞与引当金 171 ―

  完成工事補償引当金 66 67

  工事損失引当金 56 37

  その他 2,197 887

  流動負債合計 12,234 8,859

 固定負債   

  繰延税金負債 1 108

  土地再評価に係る繰延税金負債 340 340

  退職給付に係る負債 956 958

  役員退職慰労引当金 19 13

  その他 72 65

  固定負債合計 1,392 1,486

 負債合計 13,626 10,345

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,000 5,000

  資本剰余金 36,013 36,013

  利益剰余金 28,898 28,438

  自己株式 △3,748 △3,748

  株主資本合計 66,163 65,703

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,213 1,578

  土地再評価差額金 △3,462 △3,462

  為替換算調整勘定 △17 △19

  退職給付に係る調整累計額 △195 △207

  その他の包括利益累計額合計 △2,461 △2,111

 純資産合計 63,701 63,591

負債純資産合計 77,327 73,936
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 ※1  10,519 ※1  10,675

売上原価 8,121 8,254

売上総利益 2,398 2,421

販売費及び一般管理費 746 720

営業利益 1,651 1,700

営業外収益   

 受取利息 21 17

 受取配当金 4 4

 受取賃貸料 9 10

 その他 12 16

 営業外収益合計 47 49

営業外費用   

 支払手数料 2 1

 賃貸費用 2 1

 その他 1 6

 営業外費用合計 6 9

経常利益 1,692 1,740

特別利益   

 固定資産売却益 ― 33

 特別利益合計 ― 33

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 完成工事修補費用 ― 42

 特別損失合計 0 42

税金等調整前四半期純利益 1,692 1,731

法人税、住民税及び事業税 569 597

法人税等調整額 17 △21

法人税等合計 586 575

四半期純利益 1,105 1,155

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,105 1,155
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,105 1,155

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △475 364

 為替換算調整勘定 △3 △1

 退職給付に係る調整額 △30 △12

 その他の包括利益合計 △509 349

四半期包括利益 595 1,505

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 595 1,505

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（連結の範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間において、連結子会社であるショーボンドカップリング株式会社は、平成28年７月１

日付で同じく連結子会社のショーボンド化学株式会社に吸収合併されており、連結の範囲から除外しています。ま

たショーボンド化学株式会社はショーボンドマテリアル株式会社に商号変更しています。

 
(表示方法の変更)

（損益計算書関係）　

前第１四半期連結累計期間において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取賃貸料」は、営業外収益

の総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より独立掲記することとしています。この表示方法の

変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の連結財務諸表の組替えを行っています。

この結果、前第１四半期連結累計期間の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた

21百万円は、「受取賃貸料」９百万円、「その他」12百万円として組み替えています。　

 

(追加情報)

１.繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 
２.完成工事修補費用（特別損失）の計上

前連結会計年度において、当社の子会社であるショーボンド建設株式会社およびその子会社が施工した橋梁補修

工事で使用した落橋防止装置の部材に一部溶接不良があることが判明し、調査および修補に伴う費用のうち当第１

四半期連結累計期間に発生した42百万円を完成工事修補費用として特別損失に計上しています。

製造に起因する不良が判明した場合、その調査・修補費用については製造会社に求償することとしており、今後、

製造会社から回収の都度、特別利益に計上する予定です。

しかしながら、調査の過程で新たに損失が発生する場合や、製造会社からの回収状況により、連結業績に今後影響

が生じる可能性があり、その時期および金額等については現時点では合理的に見積もることが出来ません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 売上高の季節的変動

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年７月１日 至 平成27年９月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自 平成

28年７月１日 至 平成28年９月30日)

当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、工事の完成引渡しが第３四半期連結会計期間に集中してい

るため、第１四半期連結会計期間、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に比べ第３四半期連結会

計期間の売上高が著しく増加するといった季節的変動があります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費含む。）は次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日)

減価償却費 72百万円 80百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年７月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月25日
定時株主総会

普通株式 1,426 53.00 平成27年６月30日 平成27年９月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年９月26日
定時株主総会

普通株式 1,614 60.00 平成28年６月30日 平成28年９月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

共通支配下の取引等

連結子会社同士の合併

１．結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の

目的を含む取引の概要

(1）結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称：ショーボンド化学株式会社（当社連結子会社）及びショーボンドカップリング株式会社（当

社連結子会社）

事業の内容：ショーボンド化学株式会社においては、当社グループで施工する工事用材料の一部を製造し、また一

部を外部へ販売する事業を行っています。また、ショーボンドカップリング株式会社においては、メカニカル継手

の製造販売を行っています。

 

(2）企業結合日

　平成28年７月１日

 

(3）企業結合の法的形式

　ショーボンド化学株式会社を存続会社、ショーボンドカップリング株式会社を消滅会社とする吸収合併方式

 

(4）結合後企業の名称

　ショーボンドマテリアル株式会社（当社連結子会社）

 

(5）取引の目的を含む取引の概要

　当社の完全子会社である２社の経営を統合し、補修、補強工事に使用する樹脂製品と工事用資機材のメーカー及

び商社として、グループ収益力の強化、多角化及び品質保証体制の強化を図ることを目的としています。
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　２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取引

として処理しています。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年７月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント その他

(注１)
合計

調整額
(注２)

四半期連結損益
計算書計上額

(注３)国内建設

売上高      

(1)外部顧客への売上高 9,966 553 10,519 ― 10,519

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 373 373 △373 ―

計 9,966 926 10,892 △373 10,519

セグメント利益 1,467 170 1,638 13 1,651
 

（注)１　「その他」には、「海外建設」、「製品製造事業」を含んでいます。

２　セグメント利益の調整額の内訳は次の通りです。

 
金額

（百万円）

セグメント間取引消去によるもの 61

セグメントに配分していない全社費用(注) △48

その他の調整額 0

計 13
 

（注）グループ全体の経営管理に係る一般管理費です。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント その他

(注１)
合計

調整額
(注２)

四半期連結損益
計算書計上額

(注３)国内建設

売上高      

(1)外部顧客への売上高 10,126 548 10,675 ― 10,675

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 341 341 △341 ―

計 10,126 889 11,016 △341 10,675

セグメント利益 1,533 163 1,697 3 1,700
 

（注)１　「その他」には、「海外建設」、「製品製造事業」を含んでいます。

２　セグメント利益の調整額の内訳は次の通りです。

 
金額

（百万円）

セグメント間取引消去によるもの 59

セグメントに配分していない全社費用(注) △54

その他の調整額 △0

計 3
 

（注）グループ全体の経営管理に係る一般管理費です。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 41円06銭 42円91銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 1,105 1,155

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

1,105 1,155

   普通株式の期中平均株式数(千株) 26,914 26,914
 

（注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

 

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。

 

 
第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月10日

ショーボンドホールディングス株式会社

取締役会  御中

 

監査法人　和宏事務所
 

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士　　　大　嶋　　　 豊   　 ㊞

 

 

業務執行社員  公認会計士   　　畝   　 照  尚   ㊞
 

　

業務執行社員  公認会計士　　　小　澤　　 公  一　　㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているショーボンド

ホールディングス株式会社の平成28年７月１日から平成29年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成28年７月１日から平成28年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年７月１日から平成28年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ショーボンドホールディングス株式会社及び連結子会社の平成28

年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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